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研究成果の概要（和文）：本研究は、SOV語順という共通性を有する日本語と韓国語において、語彙的な意味を
有する名詞を主要部とする「文末連体構文」（例：[突然開く]ドア。)と、機能的・関係的な意味を主として表
す文法化した名詞を主要部とする「文末名詞化構文」（例：[突然ドアが開いた]の。）を比較した研究である。
具体的には、両者の構造、語用論的機能の平行性と相違点を機能主義的な言語類型論の観点から明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study presents a functional typological analysis of sentence-final 
noun-modifying constructions (e.g. [Totuzen hiraku] doa. 'The door which opens suddently.') and 
sentence-final nominalizations (e.g. [Totuzen doa ga aita] no. 'That the door opens suddenly. (I 
just relalized)'). Both of these constructions have occur in sentence-final positions in Japanese 
and Korean which have the same SOV word order. This study prented a functional typological analysis 
of these constructions in Japanese and Korean and has revealed both parallelism and differences in 
structures and pragmatic functions.

研究分野： 言語類型論、対照言語学
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１．研究開始当初の背景 
 日本語の文末には「の（だ）。」「こと（だ）。」
「もの（だ）。」「わけ（だ）。」のような「（形
式）名詞（＋コピュラ）」の名詞述語文が生
起することが多い。また、このような構文と
は別に、「現場は遮断機のない踏切。」のよう
に報道や広告などのジャンルで語彙的な意
味を有する名詞が修飾節を伴う形で単独で
文末に生起することも少なくない。述語の生
起する文末の位置にこれらの名詞的表現が
用いられることは日本語の「名詞志向性」の
高さを示しているとされる（金 2003, 新屋
2014 等）。 
しかし、日本語の名詞志向性に関する研究

はこれまで前者のような「機能語化した名詞
（＋だ）」が文末に生起する用法に特化して
行われてきており、後者のような「語彙的意
味を有する名詞」が文末に生起する用法を、
前者の「名詞述語」と平行的に捉える試みは
なされてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「の」「こと」「もの」「ところ」
「わけ」のような文法化した名詞（形式名詞
等）を、文を名詞化する機能を持った形式と
とて捉え、名詞化された節とともに単独また
はコピュラを伴って生起した構文を「文末名
詞化構文」と呼び、「踏切」「ドア」「カップ」
のような語彙的な意味を有する一般名詞が
単独で修飾節を伴って文末に生起した構文
を「文末連体構文」と呼ぶ。その上で、いず
れも「名詞」的な要素が文末の述語の位置に
生起するという共通性を有する両者の機能
的な平行性と相違点を、韓国語の類似形式と
の対比を通じて明らかにすることを目的と
して行われた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、機能主義的な言語類型論と文法
化研究の知見を援用し、対照言語学、語用論
の方法論を組み合わせた「対照語用論」（堀
江 2016）の分析手法を用いた。 
  
４．研究成果 
 本研究の主要な成果は以下の通りである。 
 
（I）日本語においては、「文末連体構文」と

「文末名詞化構文」はいずれも述語の位
置に生起し、動詞や形容詞、形容動詞の 

  代わりに用いられるという生起位置の
共通性があり、いずれも表面的に[修飾
節＋名詞]という構造的な類似性がある。
その一方で、文末連体構文は「新情報の
提示、臨場性の表象、文末の動詞述語の
繰り返しの回避」などの語用論的機能を
担っているのに対して、文末名詞化構文
は主として「モダリティ、アスペクト、
エビデンシャティ」などの特定の文法的
意味を表象している。 
 

 
（II）「文末名詞化構文」に関しては、韓国
語においても、日本語の「の,もの,こと,
ところ」などに対応する名詞化辞（依存名
詞）「kes」を主要部とする「kes-ita（お
よびその変異形 ke-ya, kes, ke 等）」を主
要部とし、その直前に修飾節が来る、日本
語と平行的な構造を有する構文が一定数
存在している。ただし、日本語との顕著な
相違点として、これまでの代表者の研究が
明らかにしてきたのと同じ日本語との対
比が見られた。具体的には、日本語の場合、
「の」「もの」「こと」「ところ」などの中
核的な名詞化辞は文中においても接続助
詞や接続詞を構成しており、生起位置が文
末に限定されておらず、文末において特定
のモダリティ、エビデンシャリティ機能を
発現している。 
これに対して、韓国語の場合、「kes」の

ように文中で「補文化辞」の機能を果たし
つつ文末名詞化構文としても用いられる
ものは少なく、殆どは文末名詞化構文に特
化しているという点で機能的に拡張があ
まり見られない。また、金（2003）の研究
が明らかにしているように、日本語が文末
名詞化構文を用いる際に、韓国語において
は動詞述語が用いられる場合も少なくな
い。 
表される文法的意味の種類に関しては、

全般的にモダリティ（義務、当為、推量）
を表す形式が多いが、両言語でエビデンシ
ャリティ（ある推論に導く何らかの証拠
（未指定）の存在を示唆）を表す形式（「の
(だ)。；ke(s-ita).」が共通して見られ、
アスペクト（例：経験相）を表す形式も見
られる（「ことがある」；「il(cek)-i issta」）。
共通して見られた興味深い現象として、
「ところ」は前接する動詞連体形のテン
ス・アスペクトによって「～ているところ
だ。」（進行相）、「～たところだ。」（完了相）、
「～るところだ。」（proximitive）のよう
な 分 化 が 見 ら れ る が 、 韓 国 語 で は
「kes-ita」において、前接する動詞連体 
形が未来形である場合（推量モダリティ）、
現在・過去形である場合は（エビデンシャ
リティ）という分化が見られた。韓国語に
おいては、文末名詞化構文に用いられる 
「依存名詞」の中で非常に機能が限定され、
必ずしも生産性の高くない形式が多く見
られるが必ずしも使用実態が十分に分か
っておらず今後の追加調査が必要である。 
さらに、日本語と比べた場合、韓国語に

おいては全般的に「文末連体構文」の生産
性は低いように見受けられるが、本研究で
は十分な対照を行うことができなかった
ので今後量的な観点からの検討が必要で
ある。 
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